
今　　　　注目の動き 

今、日本の流通業界を支えるＩＴの仕組みが

変わろうとしている。スーパーマーケット業界

の小売業18社が集まって新しいEDI標準を

策定するなど、流通過程の全体最適を実現

するための取り組みが大きく動き始めた。 

 

「流通ビジネスメッセージ標準」がスタート 
流通業界で情報を軸にした変革が加速中 

 

特集 

新たなＥＤＩ標準 
  ２７

年
ぶ
り
に
変
わ
る
仕
組
み
 

 　
店
頭
に
並
ぶ
多
種
多
様
な
商
品
。こ
れ
ら
の
商
品
は
生

産
者
か
ら
消
費
者
に
届
く
ま
で
の
間
に
、受
発
注
や
物
流
な

ど
多
く
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
お
り
、そ
こ
で
は
日
々
多
く
の
情

報
が
や
り
と
り
さ
れ
て
い
る
。 

　
こ
れ
ら
の
情
報
の
や
り
と
り
に
使
わ
れ
て
い
る
の
が

E
D
I
だ
。
E
D
I（E

lectron
ic
 D
ata In

terch
an
g
e

）

は
、企
業
間
の
商
取
引
デ
ー
タ
を
電
子
的
に
交
換
す
る
仕
組
み

で
、発
注
や
出
荷
、請
求
、支
払
い
な
ど
の
伝
票
を
デ
ー
タ
項
目

の
桁
数
や
並
び
な
ど
を
定
め
た
標
準
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で
電
子
化

し
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
や
り
と
り
す
る
。業
界
に
よ
っ
て
手

順
は
異
な
る
が
、流
通
業
界
で
普
及
し
て
い
る
の
は
、日
本
チ
ェ

ー
ン
ス
ト
ア
協
会（JC
A
:Japan C

hain
stores A

ssociation

）

が
1
9
8
0
年
に
作
成
し
た
J
C
A
手
順
で
あ
る
。
今
、こ
の

仕
組
み
が
27
年
ぶ
り
に
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。 

 J
C
A
手
順
の
限
界
 

 　
日
本
の
流
通
業
界
の
E
D
I
の
歴
史
は
1
9
7
0
年
代
に

遡
る
。
71
年
に
電
話
回
線
を
デ
ー
タ
通
信
に
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
、店
舗
と
本
部
間
で
デ
ー
タ
交
換
を
す
る

社
内
オ
ン
ラ
イ
ン
発
注
が
始
ま
っ
た
。
と
こ
ろ
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
通
信
手
順
が
異
な
っ
て
い
た
た
め
、日
本

チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
協
会（
J
C
A
）に
加
盟
す
る
小
売
業
が
中

心
と
な
っ
て
通
信
手
順
を
標
準
化
し
、J
C
A
手
順
を
作
成

し
た
。
1
9
8
2
年
に
第
２
次
通
信
開
放
に
よ
っ
て
他
社
と

の
デ
ー
タ
交
換
が
可
能
に
な
り
、オ
ン
ラ
イ
ン
発
注
は
急
速

に
普
及
し
た
。こ
れ
が
90
年
代
以
降
は
Ｅ
Ｄ
Ｉ
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。 

 

し
か
し
、誕
生
し
て
か
ら
27
年
を
経
て
J
C
A
手
順
は
次

の
よ
う
な
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

①
通
信
回
線
を
使
う
た
め
、通
信
速
度
は
2
4
0
0
b
p
s

　
も
し
く
は
9
6
0
0
b
p
s
と
い
う
低
速
で
あ
り
、大
き
な
卸

　
と
小
売
の
間
で
は
送
受
信
に
数
時
間
も
か
か
っ
て
し
ま
う
。 

②
デ
ー
タ
表
現
に
限
界
が
あ
り
、漢
字
や
画
像
を
送
る
こ
と

　
が
で
き
な
い
。ま
た
、消
費
者
の
安
心
・
安
全
へ
の
関
心
の
高

　
ま
り
に
伴
っ
て
必
要
と
さ
れ
る
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
や
産

　
地
、品
質
な
ど
の
情
報
の
や
り
と
り
に
対
応
で
き
な
い
。 

③
小
売
ご
と
に
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
が
異
な
っ
て
お
り
、卸
側
で
小

　
売
の
仕
様
に
合
わ
せ
て
デ
ー
タ
変
換
が
必
要
で
あ
る
。
 

④
Ｊ
Ｃ
Ａ
手
順
に
必
要
な
モ
デ
ム
の
製
造
中
止
が
続
き
、

　
確
保
で
き
な
く
な
っ
て
き
た
。
 

　
ま
た
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用
い
た
We
b
E
D
I
を
独
自

に
構
築
し
始
め
る
小
売
も
あ
り
、様
々
な
対
応
が
必
要
に

な
っ
て
き
た
。
各
企
業
が
独
自
の
仕
様
で
シ
ス
テ
ム
構
築
を

す
る
こ
と
で
、却
っ
て
全
体
の
非
効
率
を
招
い
て
い
た
と
も

い
え
る
。 

 小
売
業
18
社
が
集
ま
り
、 

流
通
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ
ー
ジ
標
準
を
策
定
 

 　
こ
れ
ら
の
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、イ
オ
ン
や
イ
ト
ー
ヨ
ー

カ
堂
、ダ
イ
エ
ー
、ユ
ニ
ー
な
ど
小
売
各
社
が
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
を
作
り
、2
0
0
5
年
か
ら
検
討
し
て
き
た
の
が

「
流
通
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ
ー
ジ
標
準（
流
通
B
M
S
）」で
あ
る
。

日
用
品
・
加
工
食
品
の
卸
も
加
わ
っ
て
共
同
実
証
を
実
施
し
、

今
年
4
月
に
公
開
さ
れ
た
。
 

　
流
通
B
M
S
が
こ
れ
ま
で
の
J
C
A
手
順
を
用
い
た

E
D
I
と
異
な
る
点
は
大
き
く
分
け
て
2
つ
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
X
M
L
な
ど
最
新
技
術
を
取
り
入
れ
た
こ
と
、ま
た
、

取
引
業
務
プ
ロ
セ
ス
と
デ
ー
タ
項
目
を
決
め
た
こ
と
で
あ
る
。
 

 



 

　財団法人流通システム開発センターは、平成１５年度より開始された

経済産業省 流通システム標準化事業（ＥＤＩのメッセージ標準化および

共同実証、商品マスタデータ同期化、共通インフラの標準化など）に関

わる活動の全体調整や標準の普及促進を担っています。 
 

●共同実証の成果を公開 

　流通ビジネスメッセージ標準（流通ＢＭＳ）Ver 1.0は、ターンアラウンド

型発注の基本形として、本年4月に公開しました。昨年度の共同実証

参加企業は、実験ではなく本番稼働を前提として本番業務と同じデータ・

環境を用い、実用に耐えうる精度までメッセージの内容と通信プロトコル・

セキュリティの相互運用性を高めました。そのため、共同実証終了から

時をおかず、本年4月中旬以降、順次本番業務へと移行しています。 

　また、この事業ではメッセージ標準仕様作成とともに、これから流通

ＢＭＳの導入を開始する企業の方々に向け、共同実証で得られた様々

な情報などを整理し、導入ガイドライン、運用ガイドライン等も作成し公

開しています。 
 

●さらに幅広い分野へ 

　流通ＢＭＳ Ver 1.0は、幅広い商品分野に適応できますが、今年度の

流通システム標準化事業では、さらに生鮮・アパレル分野における特有

の取引業務に対応したメッセージの開発を行います。平行して、百貨店

業界の商習慣へ対応したメッセージの追加や、ドラッグストア業界にお

ける標準メッセージの検討も実施していきます。 
 

●国際標準化の場へも発信 

　流通ＢＭＳの策定は、企業規模に関係なく日本の流通業界全体で利

用される唯一のＥＤＩ標準を目標・目的とし、各業界の方々の積極的な参

加・ご協力のもと事業を推進しています。 

　今後、標準の維持管理組織を構築し、標準化対象の業種業態の拡

大を継続していく予定です。また、財団法人流通システム開発センター

は国際標準化団体でもあり、わが国における標準化動向を国際標準化

の場へ情報発信することも行っていきます。 
 

　インテックには昨年度の事業において、通信プロトコル・セキュリティ

技術の標準化、共同実証の参加企業のシステムベンダーとして、大い

に貢献していただきました。今年度以降の標準化事業にも積極的に参

画していただき、流通業界の情報システムの効率化・高度化に貢献し

ていただくことを期待しています。 

 

 
 

今　　　　注目の動き 特集 

  　
電
話
回
線
や
専
用
線
で
な
く
、ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
用
い
る
こ
と
で
、大
量
の
情
報
を
高
速
に
低
コ
ス
ト

で
送
受
信
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。こ
れ
ま
で
２
時
間
程

度
か
か
っ
て
い
た
処
理
も
10
分
程
度
に
短
縮
さ
れ
、画
像
な

ど
の
大
き
な
デ
ー
タ
の
送
信
な
ど
に
も
対
応
で
き
る
。
ま

た
、X
M
L
は
柔
軟
性
・
拡
張
性
が
あ
り
、標
準
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
の
利
用
が
拡
大
し
、変
更
の
必
要
が
生
じ
た
場
合
で
も

デ
ー
タ
項
目
の
追
加
や
修
正
が
容
易
に
行
え
る
と
い
う
利

点
が
あ
る
。
 

 　
　
取
引
業
務
プ
ロ
セ
ス
と
デ
ー
タ
項
目
を
標
準
化
 

 　
デ
ー
タ
項
目
の
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、小
売
各
社
が
自
社

の
デ
ー
タ
項
目
を
持
ち
寄
り
、重
複
や
不
足
分
の
項
目
を

調
整
す
る
な
ど
検
討
を
重
ね
た
。
そ
の
上
で
、発
注
や
出

荷
、受
領
、返
品
、請
求
、支
払
な
ど
の
取
引
業
務
プ
ロ
セ
ス

と
、そ
れ
ぞ
れ
を
構
成
す
る
デ
ー
タ
項
目
の
標
準
化
を

実
現
し
た
。
ど
の
会
社
が
使
っ
て
い
る
項
目
も
、名
前
と
意

味
が
同
じ
で
あ
る
と
い
う
姿
を
目
指
す
第
一
歩
が
始
ま
っ

た
の
で
あ
る
。
 

　
ま
た
、商
品
コ
ー
ド
が
2
0
1
0
年
4
月
に
全
面
的
に

G
T
IN

（G
lobal T

rade Item
 N
um
ber

）と
い
う
14
桁
の

国
際
標
準
に
切
り
替
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
に
も
対

応
し
て
い
る
。
 

　
最
も
重
要
な
こ
と
は
、各
社
が
デ
ー
タ
項
目
を
独
自
の
意

味
に
使
い
始
め
る
と
標
準
を
決
め
た
意
味
が
な
く
な
る
た

め
、流
通
B
M
S
は
各
社
独
自
の
応
用
や
改
変
を
せ
ず
、不

都
合
な
点
が
あ
れ
ば
提
案
し
て
標
準
自
体
を
変
え
て
い
こ

う
と
い
う
思
想
で
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
 

　
流
通
B
M
S
は
、

す
で
に
一
部
の
小
売
、

卸
間
で
実
際
に
使

用
さ
れ
て
い
る
。
当

初
は
ス
ー
パ
ー
業
界

の
日
用
品
と
加
工
食

品
で
ス
タ
ー
ト
し
、

2
0
0
7
年
度
は

生
鮮
と
ア
パ
レ
ル
に

拡
大
、さ
ら
に
ス
ー
パ

ー
だ
け
で
な
く
百
貨

店
に
も
広
げ
て
い
く

予
定
だ
。
 

 企
業
枠
を
超
え
た

業
界
連
携
 

 　
流
通
業
界
の
も

う
一
つ
重
要
な
流
れ

が
、
国

際

標

準

G
D
S（G

lobal D
ata Synchronization

）に
準
拠
し
た

商
品
マ
ス
タ
の
同
期
化
で
あ
る
。
各
業
界
に
存
在
す
る
商
品

情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
共
有
化
す
る
も
の
で
、企
業
間
の
情

報
共
有
の
も
っ
と
も
基
礎
の
部
分
と
な
る
。
2
0
0
5
〜

2
0
0
6
年
度
に
経
済
産
業
省
が
大
規
模
な
実
証
実
験

を
行
い
、実
用
化
を
目
指
し
て
い
る
。
 

　
こ
の
よ
う
に
流
通
業
界
の
各
企
業
が
自
社
の
枠
を
超
え

て
協
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、こ
れ
ま
で
企
業
ご
と
に
分
断
さ

れ
て
い
た
情
報
の
連
携
が
本
格
的
に
始
ま
っ
た
と
い
え
よ
う
。

消
費
者
を
起
点
に
し
て
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
組
み
立
て
な

お
し
、水
が
流
れ
る
よ
う
に
小
売
・
卸
・
メ
ー
カ
ー
/

生
産
者
の

間
の
情
報
が
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
る
こ
と
で
、消
費
者
が
望
む
商

品
を
望
む
時
に
必
要
な
だ
け
供
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、欠
品
や
在
庫
の
削
減
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、伝
票

レ
ス
の
取
引
な
ど
業
務
の
効
率
化
の
実
現
や
注
文
か
ら
納
品

ま
で
の
時
間
短
縮
な
ど
も
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。さ
ら

に
は
、欧
米
に
比
べ
て
高
い
と
い
わ
れ
る
販
売
管
理
費
を
削
減

す
る
こ
と
で
、国
際
競
争
力
の
向
上
に
も
貢
献
す
る
と
期
待

さ
れ
て
い
る
。
 

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
X
M
L
を
用
い
た
E
D
I
は
こ
れ
ま

で
、そ
の
利
点
が
言
わ
れ
る
も
の
の
、な
か
な
か
普
及
が
進
ま

な
か
っ
た
。
し
か
し
、小
売
業
で
始
ま
っ
た
J
C
A
手
順
が
他

の
業
界
で
も
標
準
と
し
て
長
く
使
わ
れ
て
き
た
よ
う
に
、日

本
の
E
D
I
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
小
売
業
で
本
格
的
な

標
準
化
の
流
れ
が
始
ま
っ
た
こ
と
は
、普
及
へ
の
大
き
な
き
っ

か
け
と
な
り
、情
報
を
軸
に
し
た
業
界
の
変
革
が
加
速
す

る
と
予
想
さ
れ
る
。
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